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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
に
、

本
年
３
月
に
理
事
長
を
退
く
依
田
高
典
教

授
か
ら
入
試
改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

な
ど
こ
の
３
年
間
の
取
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

（
※
１
）

パ
ネ
リ
ス
ト
：

柄
澤 

康
喜
氏

（
１
９
７
５
年
卒
、
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス 

グ
ル
ー
プ 

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

取
締
役
会
長
）

昨
年
８
月
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
め
て
対

面
で
の
理
事
会
を
開
催
。
様
々
な
環
境
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

の
支
部
活
動
は
何
を
目
的
と
し
、
ど
の
よ

う
に
運
営
す
る
こ
と
が
そ
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
の
か
、
忌
憚
な
い
意
見
を
交
わ
し

熟
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ニ
ア
世
代
に

偏
っ
て
い
た
参
加
者
を
全
世
代
に
広
げ
、

世
代
を
超
え
て
交
流
し
共
助
す
る
と
い
う

云
わ
ば
同
窓
会
の
本
質
的
な
提
供
価
値
を

実
現
す
べ
く
改
革
を
行
う
こ
と
が
あ
ら
た

め
て
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
年
１
月
に
開

催
し
た
新
春
経
済
交
流
会
で
は
、「
世
代

を
超
え
て
創
る
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
未

来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
１
９
７
５
年
卒

か
ら
２
０
１
３
年
卒
の
方
々
（
※
１
）
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
１
９
８
０
年
代
、
１
９
９
０
年
代
、

２
０
０
０
年
代
、
２
０
１
０
年
代
の
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
20
名
の
ほ
ぼ
同
数
、
そ
れ

以
外
の
年
代
も
入
れ
計
約
１
０
０
名
と
い

う
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
参
加
者
構
成
と
な
っ
た
。

岡
﨑 

健
氏

（
１
９
８
８
年
卒
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ 

取
締
役　

グ

ル
ー
プ
上
席
執
行
役
員
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）

宇
野 

雄
哉
氏

（
２
０
１
０
年
卒
、
経
済
産
業
省 

経
済

産
業
政
策
局 

調
査
課 

課
長
補
佐
）

辻
中 

仁
士
氏

（
２
０
１
３
年
卒
、
株
式
会
社
ナ
ウ

キ
ャ
ス
ト 

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

モ
デ
レ
ー
タ
：

中
森 

真
紀
子
氏

（
１
９
８
７
年
卒
、
中
森
公
認
会
計
士

事
務
所 

代
表 

／  

伊
藤
忠
商
事
株
式

会
社 

社
外
取
締
役
）

若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
た
要
因
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
刷
新

と
と
も
に
、
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
募
集
方

法
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
と
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
）
で
の
告
知
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
。
現

在
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は

２
０
０
を
超
え
も
は
や
支
部
活
動
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
。

５
月
の
支
部
総
会
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
、
今
年
か
ら
ハ
ガ
キ
に
よ
る
受

付
は
や
め
、
原
則
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
申
込
の
み
と
し
た
。
正
直
、
従
来
多

数
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
シ
ニ
ア
層
が

支部総会 集合者写真

新春経済交流会パネルディスカッション

新春経済交流会
依田前理事長ご挨拶
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味
と
文
化
的
活
動
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）︾

と
い
う
テ
ー
マ
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
参
加
者

間
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
来
年
の
支
部
総
会
は
、

２
０
２
５
年
５
月
10
日
㈯
16:

00
~
19:

00

に
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京　
11
階
「
瑞
宝
」

で
開
催
（
学
士
会
館
が
２
０
２
９
年
ま
で

改
修
に
よ
り
閉
館
）
是
非
ご
参
集
を
！

常
務
理
事　
荒
木
隆
司
（
昭
和
56
年
卒
）

（
※
２
）

田
中
彰　
経
済
学
研
究
科
副
研
究
科
長
・

教
授
（
同
窓
会
常
務
理
事
）、
諸
富
徹　
経

済
学
研
究
科
教
授
（
同
窓
会
常
務
理
事
、

学
内
企
画
委
員
長
）、
坂
出
健　
経
済
学
研

究
科
教
授
（
学
内
企
画
委
員
会
副
委
員
長
）、

岩
島
史　

経
済
学
研
究
科
講
師
（
学
内
企

画
委
員
）

懇
親
会
は
、
相
亰
重
信
同
窓
会
会
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
、
昨
年
に
続
き

︽
同
期
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
︾
の
テ
ー

ブ
ル
に
加
え
、
今
回
は
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
基
づ
き
︽
経
済
と
金
融
政
策
︾︽
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
︾︽
企
業

経
営
と
組
織
づ
く
り
︾︽
中
小
企
業
経
営
と

地
域
創
生
︾︽
産
学
連
携
︾︽
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
︾︽
趣

た
先
生
方
（
※
２
）
の
ご
紹
介
を
い
た
だ

い
た
後
、
現
在
経
済
学
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
改
革
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
常
務
理
事
の
荒
木
か
ら
は
第
33

期
の
収
支
決
算
の
説
明
や
そ
の
期
間
の
活

動
に
加
え
、
本
会
の
企
画
運
営
が
18
人
の

卒
業
生
の
有
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
等
を
報
告
し
た
。

激
減
し
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
が
、

１
４
０
名
も
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
杞

憂
に
終
わ
っ
た
。（
当
日
現
金
で
の
受
付
も

継
続
！
）

支
部
総
会
は
、
ま
ず
は
冒
頭
の
講
演
で
、

京
都
大
学
ご
出
身
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
も

受
賞
さ
れ
た
旭
化
成
株
式
会
社
名
誉
フ
ェ

ロ
ー
の
吉
野　

彰
先
生
に
「
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
が
拓
く
未
来
社
会
」
と
い
う
演

題
で
、
未
来
に
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
具
体
的
な
素
晴
ら
し
い
お
話

を
い
た
だ
い
た
。

支
部
総
会
が
学
歌
と
と
も
に
始
ま
り
、

ま
ず
は
柄
澤
康
喜
支
部
長
が
こ
れ
か
ら
の

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
の
抱
負
が
述
べ
ら

れ
た
。
続
い
て
、
今
年
の
４
月
に
経
済
学

研
究
科
長
及
び
同
窓
会
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
若
井
克
俊
教
授
よ
り
今
回
参
加
さ
れ

若井克俊理事長ご挨拶

吉野彰氏ご講演柄澤康喜支部長ご挨拶

先生方ご紹介

相亰重信会長 懇親会ご挨拶


